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研
究
発
表
要
説

日
本
聖
公
会
所
属
の
二
棟
の

　
　
教
会
建
築
に
つ
い
て

　
1
北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と

　
　
　
　
　
　
　
教
会
建
築
（
そ
の
三
）
一

〈
は
じ
め
に
〉

川
　
島
　
洋
　
一

　
本
稿
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
教
会
建

築
の
形
態
的
な
無
点
に
よ
り
、
建
設
す
る
側
の
教
会
組
織
と
の
関

連
を
も
た
せ
な
が
ら
、
建
築
そ
の
も
の
の
形
態
的
変
遷
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
臼
的
と
す
る
。

　
　
（
1
）

　
今
回
は
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
も
よ
り
定
形
化
さ
れ
た
礼
拝

形
式
を
保
つ
聖
公
会
に
所
属
す
る
教
会
建
築
に
つ
い
て
、
二
棟
を

対
象
と
し
て
若
干
の
考
察
を
す
る
。

［
、
田
本
聖
公
会
の
北
海
道
伝
道

　
明
治
元
年
に
英
国
聖
公
会
が
組
織
す
る
宣
教
協
会
に
よ
っ
て
宣

教
師
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
事
に
よ
り
伝
道
が
開
始
さ
れ
、
隅
七

年
に
は
蝦
夷
地
函
館
で
の
伝
道
を
決
定
し
た
事
が
北
海
道
に
お
け

る
聖
公
会
の
活
動
の
最
初
で
あ
る
。
W
・
デ
ニ
ン
グ
宜
教
師
が
来

道
し
講
義
断
を
開
設
し
、
嗣
十
一
年
に
は
函
館
聖
公
会
と
し
て
木

造
の
会
厳
を
建
て
同
派
の
教
会
建
築
建
設
行
為
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
後
道
南
、
道
爽
に
及
び
岡
二
十
六
に
は
札
幌
聖
公
会
設
立
、
翌

年
会
裳
建
設
へ
と
進
ん
だ
。

　
当
時
、
日
本
で
は
米
悶
聖
公
会
も
伝
道
を
開
始
し
て
い
た
が
、

同
十
六
年
に
は
伝
道
地
域
の
調
節
が
行
な
わ
れ
、
中
央
（
東
京
・

大
阪
等
）
と
北
都
地
域
を
担
当
し
、
英
国
は
南
部
、
西
部
及
び
北

海
道
を
撮
当
す
る
事
と
な
り
、
こ
こ
に
北
海
道
伝
道
が
英
国
聖
公

会
に
よ
っ
て
精
力
的
に
行
な
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
隣
二
十
年

に
は
全
矧
的
な
混
織
と
し
て
日
本
聖
公
会
が
設
立
さ
れ
た
。

二
、
美
唄
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
と
教
会
建
築

　
〔
教
会
細
身
と
会
堂
建
設
〕
　
道
央
に
位
置
す
る
美
唄
布
は
明
治

二
十
四
年
か
ら
四
期
に
渡
り
四
百
戸
の
屯
田
入
植
に
よ
り
本
格
的

な
町
造
り
が
行
な
わ
れ
、
岡
…
一
十
八
年
に
は
聖
公
会
信
徒
が
移
住

し
、
ニ
ベ
ン
宣
教
師
を
む
か
え
て
美
唄
聖
公
会
が
創
立
し
て
同
教

会
の
誕
生
と
な
り
、
同
二
十
八
年
に
は
初
期
会
堂
を
建
設
し
て
明

治
時
代
後
期
よ
り
の
石
炭
産
業
の
繁
栄
に
よ
る
人
口
増
と
共
に
伝

道
が
活
発
化
し
た
。
炭
鉱
労
働
者
へ
の
伝
道
と
い
う
特
色
を
持
ち

27
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な
が
ら
、
大
正
時
代
を
経
て
、
昭
和
八
年
に
は
老
朽
化
と
手
狭
に

な
っ
た
初
期
会
堂
を
移
転
新
築
し
て
新
し
い
出
発
と
な
っ
た
が
、

同
十
年
頃
よ
り
の
軍
部
の
台
頭
、
十
一
∴
年
の
美
唄
大
火
、
戦
争
を

経
て
戦
後
を
む
か
え
た
。

　
同
一
一
十
・
年
代
は
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
土
塗
ヰ
ム
誤
、
　
欝
…
曜

学
校
も
活
発
化
し
た
が
、
同
一
二
十
年
代
よ
り
の
炭
鉱
閉
鎖
と
い
う

状
況
に
よ
り
多
く
の
信
徒
は
美
唄
を
離
れ
た
が
、
少
数
な
が
ら
も

伝
道
は
進
展
し
、
牧
師
館
改
築
（
四
十
年
）
、
会
堂
改
築
（
凶
十
一

年
）
に
よ
っ
て
新
た
な
教
会
形
成
へ
と
進
ん
で
い
る
。

　
〔
教
会
建
築
の
変
遷
〕
　
初
期
会
堂
か
ら
今
羅
ま
で
三
回
の
建
設

行
為
が
な
さ
れ
た
が
、
図
1
は
歴
史
の
中
で
示
さ
れ
た
爺
棟
の
教

会
建
築
の
復
賑
、
現
状
図
で
あ
る
。

　
初
期
の
教
会
建
築
　
　
明
治
三
十
二
年
、
伝
道
師
小
山
垣
次
郎

が
預
主
と
な
っ
て
会
堂
と
牧
師
館
が
同
時
に
建
設
さ
れ
た
が
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

料
不
足
で
不
明
な
点
が
多
い
が
、
聞
き
取
り
調
査
と
古
写
真
に
よ

る
と
木
造
平
家
で
講
棟
は
渡
り
廊
下
で
連
結
さ
れ
た
薩
列
配
置
で

あ
っ
た
。
会
堂
は
切
湊
屋
根
妻
入
で
内
部
正
爾
に
祭
壇
が
紀
罎
さ

れ
た
対
面
形
式
の
平
謝
形
で
あ
り
、
牧
師
館
は
切
妻
屋
根
平
入
の

別
棟
と
し
て
建
設
し
た
。
建
設
費
の
病
識
は
英
国
の
有
志
献
金
で

ミ
ヅ
シ
ョ
ソ
依
存
型
で
完
成
し
た
。

　
旧
会
堂
　
　
初
期
会
堂
と
土
地
を
売
却
し
、
そ
れ
を
建
設
費
と

し
て
郊
外
に
土
地
を
求
め
て
建
て
ら
れ
た
会
堂
と
牧
師
館
で
あ

る
。
坂
東
満
吉
棟
梁
に
よ
っ
て
昭
和
九
年
完
成
し
た
が
、
平
面
計

画
等
は
当
時
の
牧
師
と
僑
徒
北
野
幸
夫
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
。

　
両
棟
紀
置
は
初
期
会
堂
と
陶
じ
で
直
列
配
置
、
対
面
形
式
で
あ

っ
た
が
、
特
徴
と
し
て
は
外
観
正
面
形
で
あ
り
棟
高
切
妻
屋
根
上

に
方
形
屋
根
の
塔
屋
を
置
き
、
早
馬
の
上
げ
下
げ
窓
縦
長
の
開
口

部
形
態
等
に
洋
風
乎
法
が
見
ら
れ
、
西
洋
文
化
を
美
唄
の
町
に
も

た
ら
し
た
建
物
と
い
え
よ
う
。

　
現
会
堂
　
　
昭
和
四
奮
年
の
改
築
は
会
堂
肥
面
部
分
及
び
牧
師

館
部
分
で
あ
り
、
前
者
で
は
各
集
会
・
活
動
の
場
が
与
え
ら
れ
、

後
考
で
は
寒
冷
地
に
適
合
さ
せ
た
住
宅
建
築
と
な
っ
た
。
会
霊
外

観
は
四
方
に
広
が
る
小
さ
な
切
妻
屋
根
を
も
つ
塔
屋
を
上
昇
さ
せ

て
教
会
の
所
在
を
強
調
し
、
窓
上
部
曲
線
の
装
飾
等
は
内
部
機
能

の
充
実
化
と
共
に
外
観
デ
ザ
イ
ン
を
意
匠
し
た
教
会
建
築
に
な

り
、
計
画
は
旧
会
堂
に
関
与
し
た
北
野
幸
夫
等
に
よ
り
成
さ
れ

た
。三

、
旭
川
甕
マ
ル
コ
教
会
と
教
会
建
設

　
〔
教
会
創
立
と
会
堂
建
設
〕
　
組
合
、
日
基
教
会
に
続
き
明
治
二

十
八
年
室
蘭
よ
り
鯨
岡
寅
吉
伝
道
師
が
旭
川
北
部
の
永
山
に
移
住

し
て
聖
公
会
の
集
会
を
持
っ
た
事
が
聖
マ
ル
コ
教
会
の
香
嚢
で
あ

29　一一



つ
た
。
瞬
三
十
年
に
は
旭
屑
の
町
中
で
集

会
を
開
き
蹴
十
三
年
に
は
伝
道
所
を
建
て

て
本
格
的
な
伝
道
へ
と
進
ん
だ
が
、
当

時
、
旭
川
に
設
置
さ
れ
た
陸
軍
第
七
師
麟

の
関
係
で
多
く
の
人
々
が
移
住
し
て
入
欝

が
増
大
し
た
事
も
あ
っ
て
伝
道
も
活
発
化

し
、
河
四
十
江
年
に
は
最
初
期
会
覚
建

斐
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
索
道
も
展
開
し

た
。
大
正
卜
一
年
に
は
自
給
教
会
、
圃
レ

ニ
年
に
は
≦
巴
。
。
ダ
○
乙
・
司
祭
が
癩
教

会
で
道
内
を
管
即
す
る
本
拠
地
と
し
昭
和

鷺
年
ま
で
は
北
海
道
で
の
聖
公
会
伝
道
の

中
心
教
会
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
七
年

に
は
初
期
会
堂
を
建
設
し
、
戦
後
の
昭
瀦

ニ
レ
四
年
以
降
は
保
育
所
儒
設
と
伴
な
っ

て
各
所
の
改
築
、
増
築
が
成
さ
れ
腿
三
⊥

八
年
に
は
礼
拝
室
を
増
築
し
て
教
会
建
築

と
保
育
所
建
築
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、

現
ム
ぶ
必
鵬
建
肌
醸
の
た
め
に
昭
　
和
し
ハ
十
二
年
に

解
体
さ
れ
た
。

　
〔
教
会
建
築
の
変
遷
〕
　
四
棟
の
教
会
建

ゑ三三＿螂分
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築
の
復
原
図
と
現
状
図
を
図
2
に
示
す
が
、
各
時
代
の
建
築
内
容

が
読
み
と
れ
る
。

　
殻
初
期
会
堂
　
　
明
治
四
十
二
年
以
前
の
講
義
所
建
築
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
聞
き
取
り
調
査
に

て
復
原
図
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
木
造
平
家
切
妻
屋
根

で
、
礼
拝
堂
の
み
の
教
会
建
築
で
あ
る
が
、
美
唄
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
と
同
様
に
牧
師
館
が
別
棟
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
礼
拝
形
式
は

対
面
形
式
で
あ
り
外
観
正
面
形
は
妻
壁
を
見
せ
る
簡
素
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
初
期
会
堂
　
　
昭
和
七
年
に
最
初
期
会
堂
解
体
材
を
用
い
て
棟

高
の
木
造
平
家
切
妻
屋
根
の
会
堂
を
建
設
し
た
が
、
醜
会
堂
前
面

に
集
会
室
、
ホ
ー
ル
等
を
増
築
し
左
右
に
広
げ
た
全
体
的
に
は
十

字
形
の
平
面
と
な
り
一
つ
の
特
微
と
な
っ
た
。
外
観
正
澗
は
妻
壁

を
高
く
持
ち
上
げ
、
上
部
に
斜
材
を
利
用
し
た
装
飾
（
玄
関
棟
も

同
様
）
を
見
せ
、
棟
上
に
は
十
字
架
を
麗
い
て
視
点
を
上
昇
さ
せ

た
意
匠
と
な
っ
て
い
た
。

　
旧
会
堂
　
　
戦
後
の
保
育
所
開
設
は
初
期
会
堂
の
面
影
を
残
さ

な
い
程
に
四
方
に
渡
っ
て
各
部
屋
が
増
築
さ
れ
、
昭
和
蹴
十
八
年

に
新
し
い
礼
拝
室
を
増
築
し
て
変
遷
を
終
え
た
が
、
こ
の
状
態
時

の
建
物
を
旧
会
堂
と
す
る
。
平
面
的
に
は
先
の
十
字
形
が
く
ず
れ

た
が
、
保
育
所
併
設
の
た
め
教
会
活
動
と
し
て
は
多
く
の
集
会
室

（
保
育
室
）
が
置
か
れ
機
能
的
に
は
な
っ
た
。
道
路
に
翻
す
る
正

面
形
も
同
様
に
大
き
く
変
化
し
教
会
建
築
と
し
て
の
主
張
は
薄
ら

い
だ
。

　
現
会
堂
・
　
木
造
二
階
建
片
流
れ
の
現
建
物
は
非
澱
象
に
塔
屋

を
上
昇
さ
せ
、
二
階
に
礼
拝
堂
を
暫
く
、
こ
れ
ま
で
の
三
棟
と
は

異
な
っ
た
形
態
を
示
し
て
い
る
。
　
一
階
玄
関
に
入
る
と
四
坪
程
の

ホ
：
ル
が
特
徴
で
、
礼
拝
出
席
の
た
め
の
心
の
準
備
を
す
る
あ
る

い
は
信
徒
同
志
の
交
流
の
場
と
し
て
有
効
な
空
間
で
あ
る
。

四
、
艶
公
会
の
教
会
建
築
へ
の
｝
考
察

　
道
央
に
位
鷹
す
る
同
年
代
に
誕
生
し
た
二
棟
の
教
会
建
築
の
変

遷
を
述
べ
た
が
、
こ
の
両
棟
の
形
態
的
特
微
と
類
似
性
、
あ
る
い

は
他
教
派
に
お
け
る
教
会
建
築
の
変
遷
と
関
連
性
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
す
る
。

　
∴
棟
に
視
点
を
置
く
と
、
立
地
的
に
は
炭
鉱
、
師
団
と
い
う
社

会
性
を
背
後
に
持
ち
な
が
ら
の
活
動
で
あ
っ
た
が
特
に
旭
川
で
の

ア
イ
ヌ
伝
道
は
聖
公
会
作
動
の
特
色
と
し
て
歴
史
に
残
っ
て
い
る

が
、
建
物
に
直
接
的
影
響
は
み
ら
れ
な
い
が
聖
マ
ル
コ
教
会
で
の

建
設
行
為
に
閥
接
的
関
与
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
建
築
と
し
て
は
両
棟
共
に
礼
拝
室
の
み
の
会
覚
か
ら
出
発
し
、

そ
の
後
教
会
と
し
て
の
種
々
な
活
動
空
間
を
整
え
て
よ
り
機
能
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的
建
築
を

目
ざ
し
た

が
、
注
目

さ
れ
る
点

凸
よ
舌
こ
旺

を
壕
ー
セ
ロ
〃

棟
の
牧
師

館
を
備
え

た
点
は
、

他
教
派
と

比
べ
る
と

一
つ
の
特

徴
と
い
え

る
。
ま
た

形
態
的
に

は
平
面
形

で
は
単
点

式
対
面
形

式
で
他
派

と
も
類
似

す
る
が
、
特
に
聖
マ
ル
コ
教
会
に
み
ら
れ
た
ラ
テ
ン
十
字
形
採
用

は
解
体
材
使
用
に
よ
る
前
会
堂
形
態
そ
の
ま
ま
の
移
築
で
あ
っ
た

事
を
考
え
る
と
左
右
へ
の
棟
配
置
は
敷
地
形
状
に
影
響
さ
れ
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
パ
シ
リ
カ
式
教
会
建
築

を
意
識
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
平
面
形
変
遷
の
大
き
な

特
徴
と
い
え
よ
う
。
更
に
外
観
正
面
形
に
お
い
て
は
、
聖
ア
ン
デ

レ
教
会
は
札
幌
聖
公
会
の
会
堂
〈
写
真
1
＞
（
明
治
後
期
）
、
聖
マ

ル
コ
教
会
は
厚
岸
聖
公
会
〈
写
真
2
＞
（
明
治
三
十
九
年
）
の
そ
れ

に
類
似
し
、
恐
ら
く
建
設
時
で
の
活
動
に
両
教
会
の
つ
な
が
り
矯

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
道
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
他
教
派
、
日
基
、
旧
メ
ソ
ジ

ス
ト
、
旧
組
合
教
会
の
教
会
建
築
に
も
、
形
態
上
で
の
教
会
同
志

の
影
響
性
が
若
干
み
ら
れ
た
事
を
考
え
る
と
、
聖
公
会
に
お
い
て

も
同
様
な
変
遷
を
し
て
き
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。

（1）註（2）

「
基
督
教
学
」
一
七
号
に
て
（
そ
の
一
）
、
同
二
一
号
に
て
（
そ
の
二
）

を
発
表
し
た
が
、
本
稿
は
こ
の
二
編
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

調
査
対
象
者
は
大
正
四
年
か
ら
今
日
ま
で
聖
ア
ソ
デ
レ
教
会
の
信
徒
と

し
て
い
る
歯
科
医
で
、
特
に
旧
会
堂
建
設
時
に
は
設
計
に
深
く
関
与

し
た
。

（
付
記
）
　
本
稿
は
昭
和
六
十
二
年
、
六
十
三
年
の
日
本
建
築
学
会
大
会
に
て

　
発
表
、
講
演
梗
概
集
に
収
め
ら
れ
た
概
要
二
稿
を
本
稿
用
に
ま
と
め
加

　
上
し
、
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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